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シ
リ
ー
ズ

沼
津
兵
学
校
と
そ
の
人
材
〈⇔
〉

福
井
藩
か
ら
の
留
学
生

沼
―■
兵
学
校
に
は
他
藩
か
ら
多
く
の
留
学

生
が
集
ま

っ
た
．
特
に
福
井
藩
は
多
数
の
藩

士
を
送
り
込
ん
で
き
た
。
明
治
三
年

（
一
八

六
九
）
十
月
か
ら
十

一
月
に
か
け
、
水
見
裕

を
引
率
者
と
し
て
、
松
平
八
十

一
、
本
多
英

雄

。
本
多
勝
二
郎

（貴

一
Ｉ

津
田
束
（拾
五

郎
γ

松
原
秀
成

（平
Ｉ

明
石
源
蔵

・
粕
谷

素
直

・
木
滑
貫
人

・
坂
野
秀
雄

（秀
二
郎
）

ら
が
来
沼
し
、
兵
学
校
に
入
学
し
た
。

こ
の

他
、
佐
久
間
正
一若
代
漣
蔵
Ｔ
杉
円
悦
二
郎
・

服
部
寛

一
（越
前
大
野
の
人
か
）
と
い
っ
た
福

沼津兵学校時代の松原秀成
(熊取正光氏所蔵・山下英一氏提供 )

明  い 静 で を の た 生 行
治 福 た 岡

｀
下 留 ・ 活 生 福

四 井 と 藩 維 宿 学 し 態 規 井
年 藩 い 士 新 に 生 か 度 則 藩 紘罵高高高I編ニ

八 留 わ に の し は し の ヒ
か

月 学 れ と 敗 て 学
｀

謹 が ら は 坂 る 井
ま 生 る つ 北 通 資 福 1真 達 は 資 野 ・

藩
で は

゜
て 者 学 が 井 が せ 沼 業 ・ う 留

修
｀

は た し 11藩 厳 ら 津 生 佐 ち 学

と
規
定
さ
れ
て
い
た
が
、
明
治
二
年
九
月
西

周
が
政
府
の
徴
命
を
う
け
上
京
し
た
た
め
、

そ
の
後
を
追

っ
て
沼
津
を
離
れ
た
。
同
年
ト

一
月
に
は
西
が
浅
車
鳥
越
二
筋
町
の
自
宅
に

開
い
た
家
塾
育
英
合
に
そ
ろ
っ
て
人
熟
し
、

引
き
続
き
西
の
薫
陶
を
受
け
た
。

以
下
福
井
藩

の
沼
津
兵
学
校
留
学
生
の
う

ち
経
歴
が
あ
る
程
度
判
明
す
る
人
物
に
つ
い

て
紹
介
し
て
み
よ
う
。

永
見
裕
　
天
保
十
年

（
一
人
三
九
）
福
井
藩

士
永
見

一
学
の
次
男
に
生
ま
れ
る
。
諄
は
吉

復
、
静
竹
合
を
書
斎
号
と
す
る
。
安
政
二
年

（
一
人
五
五
）
藩
校
明
道
館
に
入
学
、
の
ち

句
読
師
を

つ
と
め
る
。
慶
応
二
年

（
一
人
六

六
）
京
都
で
西
周
に
入
門
し
、
英
学
を
学
ん
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だ
。
成
辰
戦
争
で
は
北
越
戦
線
で
戦
功

を
あ
げ
、
帰
藩
後
軍
事
掛
と
な

っ
た
。

明
治
二
年
九
月
沼
津
留
学
修
業
生
徒
寮

長
に
任
命
さ
れ
、
留
学
生
数
名
を
率
い

て
来
沼
し
た
。
彼
自
身
は
兵
学
校
に
入

学
は
し
な
か
っ
た
が
、
教
授
の
田
辺
太

一
や
杉
亨
二
に
教
え
を
受
け
た
。
明
治

二
年
西
の
後
を
追

っ
て
上
京
し
、
育
英

合
に
入

っ
た
。

こ
の
頃
、
旧
藩
主
松
平

春
嶽
に
英
語
を
教
え
て
い
た
と
い
う
。

や
が
て
陸
軍
に
奉
職
し
、
丘
（部
中
録
（
四

年
Ｙ

陸
軍
中
尉

（
七
年

）
を
歴
任
、

さ
ら
に
山
形
県
や
宮
城
県
の
官
吏
に
転

じ
学
務
を
担
当
し
た
。
仙
台
在
住
中
に

開
い
て
い
た
私
塾
の
問
弟
の
ひ
と
り
に

高
山
樗
牛
が
い
た
。
明
治
三
十
五
年
■

九
〇
二
）
北
海
道
に
渡
り
、
同
年
小
樽

で
没
し
た
。
彼
が
育
英
合
時
代
の
西
周

の
講
義
を
筆
記
し
た

「
百
学
連
環
」
の

写
本
は
、
西
の
学
問

・
思
想
を
研
究
す

る
上
で
貴
重
な
史
料
と
な

っ
て
い
る
。

個
人
的
に
も
彼
は
西
の
女
婿
に
な

っ
た
。

す
な
わ
ち
鎮
子
夫
人
は
西
周
の
養
女
で

あ

っ
た
。

松
原
秀
成
　
嘉
永
七
年

（
一
八
五
四
）

福
井
藩
士
松
原
十
郎
義
成

の
長
男
に
生

ま
れ
る
。
幼
名
平
。
松
原
家
は
知
行
高

三
百
石
で
、
秀
成
は
そ

の
九
代
目
当
主
。

明
治
二
年
十
月
十
五
日
沼
津
に
到
着
し
、

米
屋
藤
十
郎
方
に
止
宿
す
る
。
明
治
三

年
九
月
兵
学
校
第
六
期
資
業
生
に
及
第

し
た
が
、
同
年
十
月
二
十
五
日
沼
津
を

出
立
し
上
京
、
十

一
月
十
六
日
育
英
合

に
入
塾
し
た
。
明
治
六
年
二

八
七
三
）

新
潟
英
語
学
校
教
諭
と
な
り
、
九
年
横

浜
二
十
八
番

ヘ
ラ
ル
ド
新
聞
社
和
文
翻

訳
者
に
転
じ
、
十
二
年
に
は
郷
里
福
井

で
私
塾
研
成
義
塾
を
開

い
た
。
十
四
年

（
一
八
八

一
）
福
井
中
学
校
英
語
教
諭

と
な
り
、
以
後
福
岡
師
範
学
校

・
和
歌

山
中
学
校

・
富
田
林
中
学
校

・
福
井
商

業
学
校

・
北
陸
中
学
校
な
ど
で
教
鞭
を

と

っ
た
。
大
正
十
二
年

（
一
九
二
四
）

没
。
『英
文
典
術
語
集
』
『学
芸
之
進
歩
』

な
ど
の
著
書
が
あ
る
。
な
お
彼
の
実
弟

雨
森
信
成

（
一
八
五
八
～

一
九
〇
六
）

は
、
横
浜
で
ブ
ラ
ウ
ン
に
学
び
ク
リ
ス

チ
ャ
ン
に
な

っ
た
横
浜
バ
ン
ド
の
ひ
と

り
で
あ
り
、
英
語
教
師
と
し
て
も
ラ
フ

カ
デ
ィ
オ

・
ハ
ー
ン

（小
泉
八
雲
）
の

規
友

・
協
力
者
と
し
て
知
ら
れ
る
。

斎
藤
修

一
郎
　
彼
は
正
確
に
は
福
井
藩

十
で
は
な
く
、
同
藩
の
支
藩
で
あ
る
越

前
武
生
藩
士
で
あ
る
。
し
か
し
他
の
福

井
藩
士
と
い
っ
し
ょ
に
来
沼
し
た
の
で
、

こ
こ
で
紹
介
し
て
お
こ
う
。
斎
藤
の
家

´

は
武
生
藩
の
眼
科
医
で
あ
っ
た
。
　

■
一

修

一
郎
は
安
政
二
年
（
一
八
五
五
）
一■

に
生
ま
れ
た
。
幼
く
し
て
両
親
を
　
．■
一

失
っ
た
が
、
秀
オ
の
誉
高
く
、
藩
　
一●
一

校
立
教
館
で
学
ん
だ
。
明
治
二
年
　
一●
一

来
沼
し
、
沼
津
兵
学
校
附
属
小
学
　
・●
一

校
に
入
学
し
た
。
沼
津
時
代
の
彼
　
一●
一

は
、
他
の
旧
幕
臣
子
弟
が
駿
河
半
紙
で

さ
え
思
う
様
に
買
う

こ
と
が
で
き
な
か

っ
た
の
に
対
し
、
一呂
価
な
西
洋
紙
を
情

し
気
も
な
く
使

い
、
服
装
や
持
物
か
ら

し
て
貴
公
子
の
よ
う
で
あ

っ
た
と
い
う
。

明
治
三
年
武
生
藩
の
貢
進
生
と
し
て
大

学
南
校
に
入
学
、
開
成
学
校
法
学
部
を

卒
業
し
た
。
明
治
天
皇
の
学
校
行
幸
に

際
し
、
法
学
生
徒
を
代
表
し
て
英
語
で

御
前
講
義
を
行

っ
た
。
明
治
八
年

（
一

八
七
五
）
文
部
省
第

一
回
留
学
生
に
選

ば
れ
、
鳩
山
和
夫

・
小
村
寿
太
郎
ら
と

と
も
に
ア
メ
リ
カ

ヘ
渡
り
、　
ハ
ー
バ
ー

ド
大
学

・
エ
ー
ル
大
学
に
学
ん
だ
。
十

二
年
帰
朝
し
、
十
六
年
外
務
少
書
記
官

に
な
り
、
中
上
川
彦
次
郎

・
藤
田
四
郎

・
都
筑
馨
六
と
と
も
に
丼
上
馨
の
四
天

工
と
い
わ
れ
た
。
以
後
、
外
務
権
大
書

記
官

・
外
務
省
翻
訳
局
長

・
外
務
大
臣

官
房
心
得

・
条
約
改
正
会
議
秘
書
官
を

歴
任
、
さ
ら
に
農
商
務
省
に
転
じ
、
商

´

よ編
郎

１４
一
南

続
鋳〓

目
日

●
●
●
●
■
一ｒ
難
｝
資
一一一一訂
舞
一
　

ぱ

工
局
長

・
農
務
局
長

・
農
商
務
次
官
を

つ
と
め
た
。
明
治
二
十
七
年

（
一
八
九

四
）
東
京
米
穀
取
引
所
収
賄
事
件
に
よ

り
農
相
後
藤
象
二
郎
と
と
も
に
退
官
、

実
業
界
に
転
じ
、
内
国
鉄
道
会
社
取
締

役

。
東
京
米
穀
取
引
所
理
事
長

・
中
外

商
業
新
報
社
長
な
ど
を
つ
と
め
た
。
明

治
四
十
三
年

（
一
九

一
〇
）
没
。

＊

　

　

　

＊

　

　

　

＊

〈
参
考
文
献
〉
大
久
保
利
謙

「
永
見
裕

と
西
周
」
『伝
記
』
六
―
十
二

（
一
九

二
九
年
）、
同

「
松
平
春
嶽
公
と
永
見

裕
」
『伝
記
』
七
―

一
■

九
四
〇
年
）、

山
下
英

一

「
人
間
雨
森
信
成
０
ヽ
若
越

郷
土
研
究
』
３３
の
４

（
一
九
八
八
年
）、

唐
沢
富
太
郎

『
貢
進
生
』
（
一
九
七
四

年
）、
伊
東
圭

一
郎

『
東
海
三
州
の
人

物
』
二

九

一
四
年
）、
金
城
隠
十

「
沼

津
時
代
の
回
顧
」
『
静
岡
民
友
新
聞
』

（
一
九

一
三
年
）
、
そ

の
他
熊
取
正
光

氏

・
山
下
英

一
氏
の
御
教
示
に
よ
る
。
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恭
淋

ぬ
ま
づ
近
代
史
点
描

⑬

恭
淋
淋
恭
淋
林
樵
淋

材
し

‐―‐
五
将
士
ロ
　

ー
沼
津
藩
出
身
の
工
部
大
学
校
第

一
期
生
―

沼
津
藩
は
小
藩
だ
っ
た
が
明
治

。
大

正
期
に
様

々
な
方
面
で
業
績
を
残
し
た

人
物
が
少
な
か
ら
ず
輩
出
し
て
い
る
。

こ
こ
に
紹
介
す
る
杉
山
韓
吉
も
沼
津
藩

が
生
ん
だ
人
材
の
ひ
と
り
で
あ
る
。

杉
山
は
安
政
二
年

（
一
八
五
五
）
父

熊
史

（熊
次
郎
）
の
子
と
し
て
沼
津
城

内
に
生
ま
れ
た
。
同
家
は
も
と
沼
津
志

多
町
に
居
住
し
て
い
た
が
、
数
代
前
の

レ
左
よ
り
父
杉
山
熊
空
４５
歳
、
輯
吉
１８
歳
、
妹
く
ら
１５
歳
。
明
治
七
年
六
月
十
三
日

東
京
で
写
し
た
も
の

（尾
崎
明
氏
所
蔵
）

先
祖
五
兵
衛
の
と
き
寛
政
期
に
沼
津
藩

に
召
し
抱
え
ら
れ
た
家
で
あ

っ
た
。

維
新
後
沼
津
藩
は
上
総
国
に
転
封
さ

れ
菊
間
藩
と
な

っ
た
が
、
杉
山
家
も
同

地

へ
移
住
し
た
。
輯
吉
は
菊
間
藩
の
貢

進
生
と
し
て
海
軍
兵
学
寮
に
入
学
し
た

が
、
明
治
五
年

（
一
八
七
二
）
十
月
に

は
退
学
し
、
翌
六
年
八
月
に
工
学
寮
工

学
校
甲
科
生
徒
に
合
格
し
、
官
費
入
校

を
許
さ
れ
た
。
明
治
十
年
二

八
七
七
）

同
校
は
工
学
大
学
校
と
改
称
さ
れ
た
が
、

杉
山
は
明
治
十
二
年
十

一
月
に
第

一
回

一牛
業
生
二
十
三
名
の
ひ
と
り
と
し
て
卒

業
し
た
。

工
部
大
学
校
は
、
現
在
の
東
京
大
学

工
学
部
の
前
身
に
あ
た
る
が
、
英
人
ダ

イ
ア
ー
を
は
じ
め
と
す
る
御
一雇
外
国
人

を
教
授
陣
に
揃
え
、
高
度
な
工
業
技
術

教
育
を
行

っ
た
。
杉
山
は
土
木
科
だ
っ

た
が
、
他
に
機
械

・
造
船

・
電
信

・
化

学

・
造
家

・
冶
金

・
鉱
山
と
い
っ
た
学

科
が
あ
り
、
同
期
卒
業
生
に
は
、
辰
野

金
吾

・
片
山
東
熊

・
高
峰
譲
吉

・
石
橋

絢
彦
ら
が
い
た
。
な
お
同
じ
菊
間
藩
出

身
で
、
海
軍
兵
学
寮
で
も

い
っ
し
ょ
だ

っ
た
辻
邑
容
吉
も
、
第
二
期
生
と
し
て

土
木
科
を
卒
業
し
て
い
る
。

以
後
の
杉
山
の
主
な
経
歴
は
以
下
の

通
り
で
あ
る
。
工
部
八
等
技
手

（
明
治

十
二
年
）、
長
野
県
道
路
開
彗
委
員
（十

六
年
）、
農
商
務
省
御
用
掛

（十
七
年
）、

東
京

で
設
計
事
務
所
開
業

（
二
十

一

年
）、
台
湾
総
督
府
民
政
局
技
師
３
一十

九
年
）、
非
職

（
三
十
年
）。
そ
の
間
各

地
で
道
路

・
鉄
道

・
港
湾
な
ど
の
建
設

を
指
導
し
た
。

彼
が
明
治
十
五
年

（
一
八
八
二
）
に

『
工
学
叢
誌
』
に
発
表
し
た
論
文

「
日

本
鉄
道
延
線
論
」
は
、
近
代
化
政
策
に

お
け
る
鉄
道
の
重
要
性
や
将
来
展
望
を

説

い
た
も
の
と
し
て
注
目
さ
れ
る
。

第

一
線
を
退

い
た
後
は
、
沼
津
や
長

野
県
で
晩
年
を
過
ご
し
、
昭
和
八
年
二

九
二
三
）
に
亡
く
な

っ
た
。
杉
山
家
代

々

の
墓
は
沼
津
市
幸
町
の
永
明
寺
に
あ
る
。

＊

　

　

　

＊

　

　

　

＊

〈参
考
文
献
〉
宇
田
正

「
明
治
１０
年
代

上
信
地
方
道
路
開
螢
調
査
活
動
の

一
展

開

¨
史
料
紹
介
」
『追
手
門
経
済
論
集
』

‐２
‐
３
、

‐３
‐
２

（
一
九
七
八
年
）
、

『
日
本
近
代
思
想
大
系
１４
　
科
学
と
技

術
』
二

九
八
九
年
　
四石
波
書
店
）。

一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一・一一一一・・一一一一
・一一一
・一一一
一一一一
一一一
．一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一．一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一・一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一

レ
学
士
会
々
員
証
と
工
学
会
正
員
之
証

（杉
山
熙
氏
所
蔵
）
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◎
企
画
展

「
沼
津
藩
の
人
材
」

は
じ
ま
る
／

８
月
１
日
よ
り
企
画
展

「
沼
津
藩
の

人
材
」
が
は
じ
ま
り
ま
す
。
沼
津
藩
の

家
臣
の
う
ち
、
藩
政

・
学
問

・
武
道

・

芸
術
な
ど
の
分
野
に
足
跡
を
残
し
た
人

物
を
は
じ
め
、
維
新
後
転
封
さ
れ
た
菊

間
藩
で
の
人
材
、
廃
藩
後
明
治

・
大
正

期
に
お
け
る
出
身
者
の
活
躍
な
ど
も
含

め
紹
介
し
ま
す
。
開
期
は
９
月
２９
日
ま

で
で
す
。
ま
た
、
歴
史
民
俗
資
料
館
で

も
特
別
展

「沼
津
藩
と
そ
の
周
辺
」
を

同
時
開
催
し
て
お
り
ま
す
。
合
わ
せ
て

御
観
覧
下
さ
い
。
ま
た
歴
史
講
座

「
沼

津
藩
の
人
材
」
に
も
御
参
加
下
さ
い
。

◎
古
文
書
解
読
入
門
講
座
の

受
講
生
を
募
集
し
ま
す

古
文
書
に
は
じ
め
て
接
す
る
初
心
者

を
対
象
に
開
講
し
ま
す
。
受
講
希
望
者

は
、
当
館
ま
で
電
話
で
お
申
し
込
み
下

さ
い
。

日
程

１０
月
２２
日
、

２９
日
、
Ｈ
月
５
日
、

‐２
日
、

１９
日
、

２６
日
の
毎
日
曜

日

（
６
週
連
続
）

午
後
２
時
～
４
時

明
治
史
料
館
講
座
室

友
野
博
氏

（元
沼
津
市
立
高
校

教
頭
）

受
講
料

¨
無
料

テ
キ
ス
ト

¨
当
館
で
用
意

※
辞
書
を
お
持
ち
で
な

い
方
は
斡
旋
致

し
ま
す
。

◎
資
料
閲
覧
室
の
図
書
を

御
利
用
下
さ
い

２
階
の
資
料
閲
覧
室
に
は
、
沼
津
市

や
静
岡
県
の
地
域
史
関
係
の
文
献
を
は

じ
め
、
近
代
史

一
般
に
関
す
る
図
書
な

ど
も
揃
え
て
お
り
ま
す
。
以
下
に
紹
介

す
る
の
は
そ
の
中
の
主
な
も
の
で
す
。

ど
う
ぞ
ご
利
用
下
さ
い
。

『帝
国
議
会
衆
議
院
議
事
速
記
録
７
明

治
２３
～
大
正
１５
年
）、
『帝
国
議
会
貴
族

院
議
事
速
記
録
』
（
明
治
２３
～
大
正
１５

年
）、
『帝
国
議
会
衆
議
院
委
員
会
議
録
』

（
明
治
２３
～
大
正
１５
年
）、
『帝
国
議
会

貴
族
院
委
員
会
速
記
録
』
（
明
治

２３
～

４５
年
）、
『帝
国
議
会
貴
族
院
委
員
会
会

議
録
』
（大
正
１
～
１５
年
）
、
『
帝
国
議

会
貴
族
院
委
員
会
議
事
速
記
録
７
大

正
１
～
１５
年
）、
『
枢
密
院
会
議
議
事

録
』
（
明
治
２‐
～
大
正
１５
年
）
、
『
自
由

党
々
報
』
（
明
治
２４
～
３‐
年
）
、
∫
思
政

党
党
報
』
（
明
治
３‐
～
３３
年
）、
『政
友
』

（
明
治
３３
～
昭
和
１５
年
）、
『立
憲
改
進

党
々
報
』
（
明
治
２５
～
２９
年
）
、

『
進
歩

党
党
報
』
（
明
治
３０
～
３‐
年
）
、

Ｆ
思
政

本
党
党
報
』
（
明
治
３‐
～
４２
年
）、　
Ｆ
思

政
』
（大
正
７
～
１４
年
）、
『
民
政
』
（
昭

和
２
～
１６
年
）、
コ
思
政
公
論
』

（大
正

‐４
～
昭
和
２
年
）、
『固
国
珍
聞
』

（
明

´

治

１０
～
４０
年

）、
『
日
本
人
』
（
明
治
２‐

～
３９
年
）、
『
六
合
雑
誌
』
（
明
治
１３
～

大
正
１０
年
）、
『女
学
雑
誌
』
（
明
治

１８

～
３７
年
）、
『
斯
民
』
（
明
治
３９
～
昭
和

２‐
年
）、
『
人
道
』
（
明
治
３８
～
昭
和
１９

年
）、
『
と
き
の
こ
ゑ
』
（
明
治

２８
～
昭

和
２３
年
）、
『廓
清
』
（
明
治

４４
～
昭
和

２０
年
）、
『殖
民
協
会
報
告
』

『殖
民
時

報
』
（
明
治
２６
～
３５
年
）
、
『教
育
報
知
』

（
明
治
１８
～
３７
年
）、

『
蘭
学
資
料
研

究
』
（
昭
和

３０
～
５２
年
）、
『同
方
会
報

上
ど

『同
方
会
誌
』
（
明
治
２９
～
昭
和
１６

年
）、
『
旧
幕
府
』
（
明
治
３０
～
３４
年
）、

『史
談
会
速
記
録
』
（
明
治

２５
～
昭
和

７
年
）、
『季
刊
明
治
文
化
研
究
』
（昭

和
９
～
‐０
年
）、
『太
政
官
日
誌
』
（
慶

応
４
～
明
治
９
年
）、
『
掃
苔
』

（
昭
和

７
～
１８
年
）、
『
武
徳
誌
』
（
明
治
３９
～

４２
年
）、
『
武
徳
会
誌
』
（
明
治
４３
～
４５

年
）。

沼
津
市
明
治
史
料
館
通
信
　
第
メ
号

獅
緋
　
沼
津
市
明
治
史
料
館

〒
１１０
沼
津
市
西
熊
堂
記
１
１

容
●
五
五
九
囲
三
二
二
五

講 場 時
師 所 間

一
歴
史
講
座

「沼
津
藩
の
人
材
」
Ｔ
〓
場

¨
明
治
史
料
館
講
座
室
）

８
月
６
日
０
　
平
野
日
出
雄
氏

（
フ
リ
ー
ラ
イ
タ
ー
）

「沼
津
藩
草
創
期
の
家
臣
た
ち
」

８
月
１３
日
０
　
道
家
　
達
将
氏

（茨
城
大
学
教
授
）

「
工
業
教
育
の
父
―
東
京
工
業
大
学
を
つ
く
っ
た
―
手
島
精

８
月
２０
日
０
　
土
屋
　
重
朗
氏

（医
学
史
研
究
家
）

「
沼
津
藩
の
藩
医
た
ち
」

８
月
２７
日
０
　
秋
山
　
繁
雄
氏

（元
明
治
学
院
大
学
史
料
室
）

「
沼
津
藩
出
身
の
キ
リ
ス
ト
者

・
三
浦
徹
と
服
部
綾
雄
」

９
月
３
日
０
　
館
学
芸
員
の
ス
ラ
イ
ド
に
よ
る
解
説

「沼
津
藩
士
の
群
像
」

※
時
間
は
い
ず
れ
も
午
後
二
時
よ
り
四
時
ま
で

-4-


